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序

自然環境に恵まれ，歴史ゆたかなわが今帰仁村には，国，県指定文化財７件を始め，

史跡・名勝・天然記念物・埋蔵文化財等，数多くの有形・無形文化財が温存されてい

て，住民の日常生活にうるおいと安らぎを与えています。

村においては，これらの貴重な文化財遺産を正しく継承し，その活用を図るため，

文化財保護行政に力を入れ，これまで貝塚発掘・史跡環境整備，村内文化財の保護・

調査等の諸事業を実施し，報告書の刊行を重ねてきました。

今回琉球大学理学部香村，大森両先生の御協力と村文化財保存調査委員各位のたゆま

ざる努力の成果が結集されて，「今帰仁村文化財調査報告書」第４集が刊行されまし

たことは，まことに御同慶の至りに存じます。

みなさまの御労苦に対し，心から謝意を表すると共に，調査に協力して下さった中

学生及び地域住民に厚く御礼申し上げます。

本書をとおして，村民のみなさまが，より深く郷土の文化を知り，益亙郷土に対す

る愛着を覚え，ひいては村発展の基盤づくりに貢献することができれば，この上もな

い幸いであります。

1981年２月28日

－２－

今帰仁村教育委員会

教育長上間政春



今帰仁村の｢イシガ，ン卜 」

仲原 弘哲＊

*今帰仁村文化財保存調査委員

－３－



はしがき

沖縄県下のいたるところで，Ｔ字路の突き当りや十字路の一角に,｢石敢富」と刻字

された自然石や石柱，またはコンクリート製のものを見かける。今帰仁村教育委員会

（文化財保護委員会）では，村内に設置されている「イシガントー」の調査を行なっ

た。現在（昭和55年９月）のところ村内19村落のうち16村落に「イシガントー」が設

置されている。今回の調査で確認することのできなかった３村落（玉城・呉我山・上

運天）にも，過去にあっては設置されていたか，または設置されていながら調査もれ

で確認するにいたってないのがいくつかあろう。その不十分なところは，今後の調査

で追加していくことにする。

普段，何気なく見かける「イシガントー」であるが，その沖縄地方への伝来の時期

や刻字された「イシガントー」と無刻字の「イシガントー」との関係について，まだ

解明されていず残された課題である。

今回の調査は,｢石敢営」の分布する中国大陸・日本本土（北は秋田),南島全域から

すれば，きわめて狭い範囲のものである。村内に設置されている「イシガントー｣(以

後「イシガントー」と記す場合は，刻字された「石敢富」と無刻字の自然石や石柱を

含めたものとする）の分布・刻字・材質・設置場所等から，その意義の一端でもうか

がえれば幸いだと思っている。

「イシガントー」の中には，この数年内に設置されたとみられるものがいくつかあ

り，そのことは現在でも「イシガントー」信仰が生活の中に生きているものといえよ

う。新しく設置されていく反面，忘れ去られていく一面もある。

今帰仁村における「イシガントー」で注目されることは，他の地方では数少ない

「泰山石敢堂」と刻字された「石敢堂」を10基も有することであろう。その数が多い

と思われる首里でも,131基のうち「泰山石敢富」は１例をみるにすぎない｢(博物館紀

要第１号」昭和50年２月から３月にかけての調査報告)｡文化の中心をなした首里と山

原とのかかわりの一端を示すものであろうか，興味のあるところである。

また，Ｔ字路の突き当りや十字路の一角などに設置されている無刻字の自然石や石

柱が今帰仁村（沖縄本島北部）では「イシガントー」と呼んでいる。八重山では，そ

の類のものは「ビッチル」または「ビッチリ」と呼んでおり，無刻字の自然石や石柱

が,｢石敢営」の範晴のものか，それとも「ビジュル」の範嬬のものか検討されなけれ

ばならない問題であろう。本稿は調査報告とともに，これら二，三の問題について考

察してみることにする。

本稿を草するにあたり，今回の調査に協力して下さった村内の中学生（現在３年生）

－４－



および村民の皆様方の御厚意に深く御礼申し上げます。

1．「石敢営」の起源

わが国の文献で,｢石敢富」の記事がみられるのは，橘南難の『西遊記j(1795～98年

刊）である。巻の１に「薩州鹿児島城下町々の行堂リ或は辻街などには，必ずその高

さ3.4尺計な石碑あり。石敢営といふ文字を彫付たり。いかなるゆえぞと人の問ふに，

昔より致し来れる事にていかなるゆえといふことを知らずといふ｡」とあり，同様なこ

とが，百井塘雨の『笈挨随筆』巻５にも記される。前者は，明初期の陶宗儀（？～

1369）の撰による『綴耕録』から「今人家正門，適当巷陥橋道之衝，立一小石将軍，

或植一小石碑，錆其上日，石敢堂，云々」を引用し，後者はさらに西漢の史瀞の『急

就草』から,｢石敢富，顔師古注日，衛有石借，石買，石悪，鄭有石制，皆為石氏，周

有石速，斉有石氏，紛如，其後以命族，敢当所向無敵也」を引用している。同時代に

藤貞幹（1732～97）の『好古日録』は，肥後国（熊本県）にあり，打本も希にある
①

という。寛政12年（1800年）刊の『集古十種』には，石敢営の拓本が載っているとい

う。桂川中良の『桂林漫録』は,『好古日録』をひき,｢石敢富の碑，薩州にて所々に在。

木表に墨にて書きたるも有り」と，さらに『姓源珠磯』から,｢五代劉智遠為晋祖押簡，

泌王従珂反，慰帝出奔遇干衝州，智遠遣力士石敢営，袖鉄鎚侍，晋祖与慰帝議事，智

遠擁入，石敢営格闘而死，智遠毒殺帝左右，因焼博国璽，石敢堂堂生平逢凶化吉，禦

侮防危，後人故凡橋路衝要之虚，必以石刻其形，書其姓字，以拝民居，或贈以詩，日，

甲吉富年一武臣，鎮安天下護居民，拝衝道路三叉口，埋没泥塗百戦身，銅柱承陪間柴

塞，玉関完禦老紅塵，英雄来性休相問，見霊英雄来性人」を引用している。それは，

小宮山楓軒（1766～1840年),小山田与清（1783～1847年）等によってもひかれてきた。

西漢の史勝の『急就草』は，百井塘雨の『笈挨随筆』，明人の徐激の『徐氏筆精』，

小宮山楓軒，小山田与清等によって引用されてきた。伊藤長胤（1670～1736年）は，

『蓋箸録』の巻４で，史瀧の『急就篇』から「列諸物名称，以課程学童，其中設人姓

名，有石敢営，師古注日，敢営言所堂敵也」を引用している。

わが国では，江戸時代から「石敢富」の起源を『綴耕録』と『急就篇』の記事から，

「石敢富」という勇士の名であるとするものである。『琉球学術調査報告』（宇部短

期大学・昭和38年）の「石敢当」で，「石敢当の石というのは姓であるが，石という

姓には岩石の神秘性と強力さを連想せしめるに充分である。また，名の敢当にもやは

り力強さを』思わしめるものがある。それで，石敢当なる人物はたとえ実在しないとし

－５－



②

ても，その姓名から勇敢強力な人物を仮想せしめるには充分である」とされる。

窪博士は，石敢堂の由来を五代の後漢(947～980年)の「石敢当」という英雄に求め

ることは誤りだとされる。その理由は，『興地記録』（宋の王象之）の石敢営碑の条

である。それには「石敢堂，鎮百鬼，厭災狭，官吏福，百姓康，風教盛，礼楽張，唐

大暦５年，県令押字記」とあり，その大暦５年は西暦770年で，五代（907～960年）

後漢の石敢富なる勇士出現以前から，「鎮百鬼，厭災狭」の意味で使われていた。従

って，石敢堂の起源は，武勇にすぐ．れたものの名に求める五代後漢の時代よりさらに

さかのぼることができる。

西漢（前202～後8年）の史瀞の撰による『急就草』，『急就編』でも，石敢堂は人物

名である。文献にみる限り西漢時代には石敢堂という言葉が使われていたということ

になる。

また，窪博士は戦国時代の衛・鄭・周・斉などの各地にいた諸石氏に由来を求める

ことも疑問とされる。石敢営は，中国の勇士の名を刻んだものではなく石神信仰にそ

の起源を求められる今中国語大辞典(国書刊行会)の石敢堂(Shih-kam-tang）
は，「古代生殖器崇拝時代の陽石の変遷したるもの」ではないかとある。

「石敢営」の伝来について，本土・沖縄でも中国から伝わったということについて

異論はない。ただし，いつごろ伝来したかについては，わかっていない。本土では，

建立年月日の刻されたのが８基あるようで，最も古いのが埼玉県にある1771年（明和

８年）のもののようである。本土において1771年には伝来していたということになる。

橘南難の『西遊記」は1795～98年刊であり薩摩地方に多く建てられていたと記されて

いるから，鹿児島県にはそれ以前に「石敢富」の伝来があったということになる。沖

縄への伝来について文献にみることはできないが，洪武年間の閏人三十六姓の帰化

（1392年ごろ）のころ，１４世紀の後半か15世紀初頭のころ,それから慶長以前より建て

られていたのではないかと，まだ定説をみるに至っていない。

窪博士の『増訂沖縄の習俗と信仰』（Ｐ177～8）の註(24)によると，「平敷令治氏

の示教によると，沖永良部の畦布の清水家に康喋22年（1683）刊の「玉厘記』が所蔵

されていたという」と記されている。『玉厘記』の伝来の時期や経路について明らか

にされていないが，「石敢富」について記されているこの『玉厘記』の伝来とともに，

「石敢堂」が伝わってきたものであるとは考えにくい。しかしその書物の伝来が，す

でに伝わっていた「石敢富」を設置する習俗を，さらに流布せしめうる働きはしたの

ではなかろうか。『玉厘記』の沖永良部への伝来時期が，刊行された康騨22年（1683

－６－



年）に近いものであれば，「石敢営」の伝来も，そのころにはあったものといえよう。

沖縄における「石敢堂」の記述は，周煤の『琉球国志略』の「風俗」のところにあ

る。「屋上門前多安瓦獅及立片石刻石敢富者階書謂門戸必安獣頭骨角」とあり，周煤

が琉球を訪ずれた1750年代には，刻字された「石敢営」が伝わって設置されていたこ

とは明らかである。さらに「石敢営」の伝来の時期がどこまでさかのぼれるか，今後

解明されなければならない課題の１つである。

２．今帰仁村の｢イシカ‘ントー」

調査は，昭和54年９月に開始したものであるが，最終的に昭和55年９月にまとめた

ものである。調査項目は，所在地・所有者・寸法（高さ×幅×厚さ）・材質・設置年

代・刻字・設置場所等である。設置年代は聞きとり調査のため，被調査者の記憶にた

よるものであった。そのためおよその設置年代であり，また不明のものが多い。材質

については専門家でないものの判断であることからいくらかの移動があるものと思わ

れる。

「石敢営」の大きさについて，『魯斑経』や『玉厘記』によると，高さ４尺８寸・

幅１尺２寸・厚さ４寸（約108cm×27×９）で，８寸（18cm）を土中に埋めるようであ

る。沖縄の「石敢営」がその規格に従って造られているものではない。今帰仁村の場

合も同様で，その規格に近いのもあるが，その知識に従って造られたものかどうかは

定かでない。

高さは30～90cmの範囲に72基中62基あり，幅は10～50cmの範囲に70基ある。人工的

に加工されたり，造られたものは石柱あるいは板状になっている。コンクリート製の

ものはたてに長い板状に造られ，厚さは10センチメートル前後くらいのものが多い。

「石敢堂」および「無刻字の自然石や石柱｣,いわゆる本稿でいう「イシガントー」

を，所在地（所有者)，刻字，寸法（高さ・幅・厚さ),材質，設置場所，備考の項目

に分けて一覧表にしてみた。一覧表における高さ・幅・厚さの単位はセンチメートル

である。

－７－



番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

1１

1２

1３

1４

1５

１６

1７

1８

１９

2０

2１

2２

2３

2４

2５

2６

2７

2８

2９

3０

3１

3２

3３

3４

3５

3６

3７

3８

3９

所 在地

今泊５番地大城氏宅

〃 嘉数氏宅

〃120番地大城氏宅ウラ

〃

〃

〃 3265番地嘉数氏宅

〃158番地山城氏宅

兼次935番地大城氏宅

〃 玉城氏宅

〃 諸喜田氏宅

〃 30番地大城氏宅

〃６９番地比嘉氏宅

〃103番地比嘉氏宅

〃 比嘉氏宅

〃１７番地 大山氏宅

諸志182番地島袋氏宅

〃120番地内田氏宅
｡

〃 〃〃

〃

〃169番地内問氏宅

〃 60番地与那嶺氏宅

〃 38番地

〃 39番地棚原氏宅

与那嶺西島氏宅

〃459番地仲宗根氏宅

〃 434番地西島氏宅

〃 西島氏宅

〃115番地我那覇氏宅

仲尾次12番地島田氏宅

崎山46番地上間氏宅

〃

平敷1336番地島袋氏宅

〃 仲里氏宅

〃725番地仲村氏宅

〃〃

〃1155番地上間氏宅

越地運天氏（空屋）

〃536番地宮里氏宅

〃 (旧）大嶺氏（畑）

－８－

刻字

無

〃

〃

〃

〃

〃

石 敢富

泰山石敢当

無

〃

〃

〃

泰山石敢堂
4旺
ＪＯ，、

石 敢富

富山石敢営

泰山石敢富

〃

無

石敢堂

山石敢営

石敢富

〃

無

泰山石敢堂

石敢堂

石巌当

無

泰山石敢富

〃

〃

石 敢常

〃

無

〃

石敢堂

無

石敢富

石敢富

今帰仁村の

高さ 幅 厚さ

6０ 3０ ●

120 8０ 8０

3０ 4０ 2０

3５ 3５ 1５

9０ 5０ 3５

１４０ 4５ 2０

4７ 4５ ●

8８ 1９ ４

9０ 3５ 2５

9５ 3０ 3２

6７ 3４ 1０

6０ 1９ 1３

8２ 2０ ９

6０ 2０ 2５

8２ 2７ ６

lOO 4０ ●

4０ 2０ 1５

120 1９ ●

5５ 3２ 3４

3０ １５ ５

6０ 2８ 2０

2９ 1５ ●

9０ 3８ ５

6６ 3６ 1５

8０ 4０ 1２

7０ 2８ ５

4５ 1５ ６

4５ 3８ 1６

116 3６ 1２

7５ 2６ 2１

122 3６ 1５

5０ １０ 1０

4０ 2０ 1５

3６ 3８ 2４

4２ 3６ 3３

5０ 1５ ●

8５ 5５ 3５

4６ 3０ ９

6８ 4４ 2４



｢イシガントー」調査表(1)
昭和55年９月

材質 設置場所

コンクリート Ｔ字路突き当り

琉球石灰岩 十字路の一角

古生石灰炭 Ｔ字路突き当り

〃 十字路の一角

琉球石灰岩 〃

古生石灰岩 Ｔ字路突き当り

門近く

コンクリート Ｔ字路突き当り

琉球石灰岩 〃

〃 〃

砂 岩 〃

古生石灰岩 門

コンクリート 四辻突き当り・門

琉球石灰岩 Ｔ字路突き当り

コンクリート 四辻突き当り

〃 Ｔ字路突き当り・門

ブ ロ ツ ク 曲がり角

コンクリート 三叉路突き当り

Ｔ字路突き当り

大理石十コンクリート 〃

サンゴ石灰岩 〃

大理石十コンクリート 三叉路突き当り

コンクリート 曲がり角

古生石灰岩 Ｔ字路突き当り

コンクリート 曲がり角

〃 四辻の突き当り

〃 〃

古生石灰岩 Ｔ字路突き当り

コンクリート 〃

サンゴ石灰岩 門･道路からの突き当り

〃

コンクリート

プロツク 屋敷内

サンゴ石灰岩 四辻の突き当り

〃 〃

コンクリート Ｔ字路突き当り

琉球石灰岩 門

コンクリート 三叉路突き当り

琉球石灰岩 Ｔ字路突き当り

備 考

他に自然石が三基ある。

,同一場所にもう一基あり。

昭和54年設置。

前面が削られている。

小道から大道への突き当り。

２
， 3年前に設置｢富」となっている。

1960年代に設置。

ブロック塀◎

家の裏通り。
「J型全
邑 」 となっている

卵状の自然石。

ブロック塀。

◎

「泰」の部分破損し失っている。

昭和55年度設置。

昭和48年ごろ設置｢富」 となっている。
、

昭和54年設置。
「巌」となっている 。

昭和７，８年ごろ設置。

線ぼり◎

線ぼり，中央公民館にある。

設置されていない。

10年前設置。

門の石か不明。

10年前設置。

現在,玉城氏宅にある｡｢泰山」の部分失う。
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番号

4０

４１

4２

4３

4４

4５

4６

4７

4８

4９

5０

5１

5２

5３

5４

5５

5６

5７

5８

5９

6０

6１

6２

6３

6４

6５

6６

6７

6８

6９

7０

7１

7２

7３

7４

7５

●

●

●

所 在地

謝名148番地国吉氏宅

〃 42番地松田氏宅

〃336番地仲原氏宅

〃〃〃

仲宗根188番地松田氏宅

〃

〃328番地小波津氏宅

〃 334番地仲里氏宅

渡喜仁1108番地富山氏宅

〃 710番地小那覇氏宅

〃 688番地金城氏宅

勢理客91番地諸喜田氏宅

天底463番地上地氏宅

〃 伊波氏宅

湧川１１７２番地大城氏宅ウラ

〃１１４２－１大城氏宅

〃 1640番地喜久川氏宅

〃 山城氏宅

〃2048番地沢山氏氏宅

運天

〃 松田氏宅

〃 〃

〃 上間氏宅

〃 64番地 兼次氏宅

古宇利

〃 47番地玉城氏宅

〃 55番地松田氏宅

〃 63番地

〃 261番地

〃 183番地小波津氏宅

〃 264番地玉城氏宅

〃

〃

〃 309番地大城氏宅

〃 250番地謝喜田氏宅ウラ

〃〃〃‐マエ

玉城

呉我山

上運天

刻字

石敢富

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石 巌当

石敢富

〃

〃

〃

〃

〃

〃

無

〃

石 敢富

〃

〃

無

石敢富

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

●

●

●

－１０－

高さ 幅 厚さ

4６ １９ ４

5６ 2１ ８

7０ 2９ ７

110(36リ 25⑮ ８

7６ 3６ 3０

6４ 3４ ●

5１ 2３ １２

3２ 1５ １２

5１ 3２ 1５

5４ １６ ７

4２ 2０ ６

5４ 2５ 1３

5５ 3６ １０

7３ 2４ ８

3７ 2９ 1４

5３ 2０ ６

4９ 3４ ９

3４ １４ １１

6０ 2２ 2２

4５ 2７ 2７

5６ 2８ １２

6４ 2９ 1３

5０ 1６ ●

6０ 3０ 2０

85例 22(14） 2２

3４ 2０ ３

70m 20m 1５

6０ 3８ ８

8０ 3１ 2６

6０ 2４ ７

6０ 2４ ７

3３ 2１ ３

6４ 2０ ８

6７ 1５ ８

● ● ●

● ● ●

● ● ●



－１１－

材 質 設置場所 備考

コンクリート Ｔ字路の一角(門）

〃 三叉路突き当り

〃

大理石十コンクリート

十字路の一角

〃

、
〆･同一場所にある｡一基は｢富｣となっている。

古生石灰岩 曲がり角

コンクリート 十字路の一角 ブロック塀にはめ込む。

〃 屋敷内 道路から突き当り。

古生石灰岩 〃 軒下にある ◎

コンクリート 屋敷

三叉路突き当り

コンクリート 門 昭和55年設置。
〃 屋敷内 後に｢不動明王」とある。昭和55年設置。
〃 門

〃 〃

〃 曲がり角(旧道） 昭和10年設置。現在竹薮の中にある。
〃 〃

〃 屋敷内 「
富」 となっている ◎

〃 Ｔ字路の一角 昭和50年ごろ設置。「富」となっている。
〃 門 「 砦宮

田 」 となっている ◎

不明

琉球石灰岩

〃

屋敷の一角

〃 ｝同一屋敷の一角にある。
サンゴ石灰岩 Ｔ字路突き当り 下部分折れている。

琉球石灰岩 〃

コンクリート 三叉路突き当り ※が込っている。塀にはめ込む。

砂 岩 〃

大理石十コンクリート 曲がり角 ４ツ 5年前に設置

コンクリート 三叉路突き当り

大理石十コンクリート Ｔ字路突き当り

サンゴ石灰岩 曲がり角 矢印がある。同場所に戦前からあり,戦後再び設置

大理石 〃 大理石をはめ込む。

コンクリート

〃

三叉路突き当り

〃

、
、
１
４
Ｆ

，同一屋敷に設置されている。

〃 Ｔ字路突き当り 昭和54年設置。
〃 〃 昭和45年ごろ設置。
〃 屋敷内 〃

● ●
●

● ● ●

● ●
●



３．「イシカントー」の名称

「石敢堂」とは，一般的に自然石，石柱，石板，コンクリート，木板等に「石敢堂｣，

「泰山石敢営」と刻字されたものをさしている。中には，十字路の一角やＴ字路の突

き当りに設置された無刻字の自然石や石柱も「イシガントー」と呼んでいる。一般的

に「石敢富」と呼ばれているこれらのものは次のように記されている。
④

○Shih-kam-tang（シーカンタン）………北京

○Chioh-kam-tong（チヲカムトン)⑤….…福建・泉州・庫州・台湾

○Ｓｅｋ－ｋａｍ－ｔｏｎｇ（シェクカムトン)⑥．…･肩門

○Ｓａｋ－ｋａｍ－ｔｏｎｇ（サァクカムトン)⑦｡…･広東

○Ｉｓｈｉ－ｇａｎ－ｔｏｕ （イシガントー）………沖縄

（イシハイドウ)⑧、○Ｉｓｈｉ－ｈａｉ－ｄｏｕ

（ｲｼｧｲドｳ)⑨|……宮古○Ｉｓｈｉ－ａｉ－ｄｏｕ

沖縄では，「イシガントー」と呼ぶのが一般的で，喜界島では，Ｆマジムンパレーイ

シ」という。その数は少ないが，「石敢堂」と刻字された上部に獅子頭を刻した「ワ

ーウー石敢富｣､Iと呼ばれる類もある。

今帰仁村においては，イシガントオー（２iliganto:），イシガントウー（２iIigan-

tu:）と呼んでいる。また「イシガントー」に「魔除け」の働きがあるとするところか

ら，ケーシイシ（ｋｅ：ＩｉｉＩｉ），ケーシー（ｋｅ：Ｉｉ：）とも呼ばれている。喜界島で
⑪

「マジムンパレーイシ」（魔除け払い石），八重山で「アシハンシ」（足はらい）と

呼ばれているのも，同様に機能面からきた名称だといえよう。

『海南小記』（柳田国男著）の「はかり石」や『南島覚書」（須藤利一著）所収の

「石敢営に就て」や「奄美大島史』（大正10年）の「石敢富」で「せきかんとう」と

ルビされているように「セキカントー」と読まれることはほとんどない。昭和16年当

時においても，『琉球百話』（島袋源一郎著）の「石敢富と焚字埴」で，「セキガン

トウと読むのが正しいだろうが，此処ではイシガントウと称えている」と記されてい

る。それ以前に須藤利一氏は，「沖縄の『イシガントー』（「ドルメン』第５巻２号，

昭和14年，後に『南島覚書』に再録，昭和19年）で，石敢営の琉球への伝来は閏人三

十六姓あたり（1392年ころ）に求め，さらに「セキカントーと読まねばならぬ事は文

法上では問題になり得るけれども実際|こはかうした例は沢山あるし，湯桶読みという

言葉さえある位だから，飛龍船を音読したからとて，これまで，それで律するわげに

－１２－



は行くまい。思うにセキカントーと呼ぶよりも，イシガントーといった方が滑めらか

で呼び易かったからではあるまいか｡」と述べられている。

「石敢営」を「イシガントー」と読むか，「セキカントー」と読むかで，沖縄にお

ける「石敢営」の伝来が，中国から直接のものか，それとも本土を経由してきたもの

であるかの問題提起がなされているように思われる。須藤氏は，「イシガントー」と

湯桶読みをしているからといって，その伝来が本土からのものとする決定的な理由に

はなりえないことも指摘されている｡⑫

今帰仁村では，「石敢堂」と刻字された自然石や石柱，コンクリート製のもの，十

字路やＴ字路に設置された無刻字の自然石や石柱も，「イシガントー｣,｢ケーシイシ｣，

「ケーシー」と呼んでいる。その無刻字の「イシガントー」の数は20基もあり，詳細

に調査すればその数は相当ふえるものと思われる。「田舎へ行くと奇怪な自然石を屋

敷の隅角や道のつきあたりへ立て、あるのを見受けるが之も矢張り魔除けで「無名の

石敢堂』というべきか｣､Iと,無刻字の自然石や石柱の名称が問題にされている。
八重山では，そのような無刻字のものを「ビッチリ」または「ビジリ」と呼んで

いる。「石敢富」とは区別して論じられるようになっている。牧野清氏は，「ビッチ

ルと石敢当は決して同一のものではないと信じる」とされ，その理由の１つとして，

「両者には同じく魔除け，厄除けの機能面があるといっても，ビッチルは自然石自身

に神性があって，この機能があると信ぜられているに反し，石敢当は書いてある「石

敢当』という文字そのものが，魔除け，厄除けの機能をもつという，本質的な相違が

ある。その為にビッチルは必ず自然石を建てねばならないが，石敢当は単に木柱に書

いて立ててもよく，塀に書いたり，彫ったりしても差支えないということになる」⑭

と述べられている。

今帰仁村では，木板に「石敢堂」と書かれたものはなかったが，塀に書いたり，刻

字したものがみられた。「石敢営」の文字に魔除け，厄除けの機能があるとするばか

りでなく，十字路の一角やＴ字路の突き当りに設置された無刻字の自然石や石柱にも

同じ機能があると信じられている。両者とも「イシガントー｣，「ケーシイシ｣，「ケー

シー」と呼び，八重山のように無刻字のものを「ビッチリ」とか「ビジリ」と呼ぶ

ことはない。今帰仁村で，「石敢堂」と刻字されたものと十字路やＴ字路の無刻字の

ものを同じく「イシガントー」と呼んでいるが，前者を「イシガントー」，後者を

「ケーシイシ｣，「ケーシー」と称するのではないかと考えている。しかし，今回の調

査でその明確な区別は確認することはできなかった。
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沖縄に,｢石敢富｣が伝来し受容される以前から,十字路やＴ字路に自然石を設置する

習俗があり，それは石に対する魔除け信仰であり,｢石敢堂」伝来後も,設置場所や魔除

けの機能面で共通するところがあり，本来の自然石を設置する習俗も消滅することな

く伝わってきているのではなかろうか。本来沖縄で設置されていた自然石に対して

「ケーシイシ｣，「ケーシー」という呼び方がなされていたのではないかと考えている。

十字路やＴ字路に設置された自然石が，沖縄本島では「イシガントー」と呼ばれ，

八重山では「ビッチリ」または「ビジリ」と呼ばれており問題となるところである。

無刻字の自然石がビジュルの範涛のものか，「石敢富」の伝来で，その影響で設置さ

れるようになったのか，本来沖縄に十字路やＴ字路に自然石を設置する習俗があり，

「石敢堂」伝来後も共存する形で伝わってきたものなのか，いろいろと考えられる。

平敷令治教授は，「石敢当と同じように集落内の道のつき当りにビジュルを置いた

事例は皆無である。沖縄諸島ではビジュルと石敢当とは別物である｣唾Iとされる。これ
からいくと，十字路やＴ字路に設置された無刻字の自然石や石柱は，少なくともビジ

ュルではないことになる。それならば「無刻字の自然石」を「石敢堂」と同一の範嬬

に含めていいものか。

八重山では，「ビジュルは集落内の道のつき当りに置かれる魔よけの自然石や石敢

当,更に,屋敷内の石体も意味｣⑪iﾉ,また｢八重山のビｯﾁﾙは,最も古い自然石信
仰の原型を今日に伝えているものと考えられる｣､Iとの見解がある｡平敷教授が,沖縄
本島のビジュル信仰が八重山で変容したものとされ，牧野氏は，八重山のビッチルが

古代の原型を忠実に今日まで伝えるものであると見解が対立している。これは，無刻

字の自然石や石柱の位置づけにもかかわってくる問題でもある。後の７で検討するこ

とにする。
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蕊灘

Ｉ蕊蕊
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①仲宗根（調査表No.46）

③湧川（調査表NQ55）

鐙

⑤諸志（調査表NQl9）

蕊蕊蕊蕊蕊蕊灘灘；

●
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議
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②渡喜仁（調査表Nq49）
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⑥運天（言周査表Nq61）

④今泊（調査表N０４．５）
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４．「石敢営」の刻字

『魯斑経』によると」上部に虎頭を彫刻，その下に「泰山石敢富」と刻するとある｡

実際に報告されたものに「泰山石敢富」と彫った刻字の上部に虎面を刻したものがあ

る。ほかに，「石敢営」の上部に八卦図，石獅の頭，「石獅敢堂」の上部に石獅の頭

を刻んだものがあるとい受「石敢堂｣.｢泰山石敢堂｣．｢勅令泰山石敢堂｣．｢石将

軍」・「石将軍敢堂」と刻字されたものがあり，また竹富島には「石坐人」と記された

のがあるようで，「イシガントー」なのか不明であるが「石営放」と刻字されたもの

(沖縄市知花）もある。

直門（アモイ）には，「石敢富」の上部に八卦図や石獅の頭を刻んだものがあるよ

うで，沖縄でも「ワーウー石敢堂」といって文字の上部に獅子頭が彫られたのがあっ

たという。最近発表された安部光正氏の「石敢営考」で，宮城島で見た石敢富に三文

字の上に虎頭を描いていたもの，平安座島には鬼面を刻んだものがある，と述べられ

ている雫

今帰仁村では，「石敢富（当)」と刻字されたのが一番多くその数55基，「泰山石敢

堂(当)」が10基（そのなかには，「泰」の部分のない「山石敢富」（NQ21）と「泰山」

の部分を失った「石敢営」（No39）を含めてある)，他に「富山石敢富」，「石巌当」

がある。また「堂」の字を「堂」と刻したのが兼次と諸志と湧川で目立った。間違っ

た字を刻していることについて須藤氏は，「沖縄の土俗が支那の如く文字を尊重しな

かったせいばかりではなく，これらの文字のマジックが大して問題にならぬほど，岩
⑳

石のマナに対する信仰がより強かった為であろう」とされる。

諸志に「山石敢堂」と「泰」の部分を失ったもの（調査表No21)，越地に「石敢営」

の部分をのこし「泰山」の部分を失ったもの（調査表NQ39）がある。これらの「石敢

富」が，「古くは中山の霊山である『泰山」を冠したが，尚泰王に代に至り，泰山あ

るいは泰の字を削除した｣､１ｔ,のであるか興味のあるところである。
窪徳忠博士は，「先年，那覇市首里儀保町の某家の門口内で，『泰』字を欠いた『山

石敢当』と刻んだものをみた。これは『泰』字をさけた結果に相違ないから，その作

製はおそらく尚泰王の時代と思われる。ときの皇帝の謀をさけて使用しないのは中国

の習俗のひとつであるから，この石敢当の銘文は，このような点まで中国に倣ってい

たことの一証となるであろう｣@|と述べられている｡首里当蔵町に｢泰山石敢営｣の｢泰
山」の部分が削られているのがある。削られた理由が前述のものであるか，「首里の

－１６－
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⑨越地（調査表No39）
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⑳

石敢堂」を調査報告されている博物館で伺ってみたが確かなことはわからなかった。

同じようなことが，陳哲雄氏によっても述べられている。「沖縄で大陸文化の影響

を多分に受けた為に過日今帰仁村今泊の部落内で『泰』を彫り潰した『山石敢営』な

る古石の石敢営を数基確認したが，これは尚泰王代に至り国王の名を’障り『泰』字を

削ったものと思われるが，これはときの皇帝の誰をさけぞ使用しないのは中国の習俗
⑳

であるが，沖縄にこの様な所まで中国に倣ったことのあることに注目したいのである」

と。そこで陳氏が，「過日今帰仁村今泊の部落内で『泰』字を彫り潰した『山石敢営」

なる古石の石敢営を数基確認した」と述べられていることから，今回の調査で特に感
●

心をもって行なった。ところが，調査表にあるように今泊では無刻字のものが６基と

卵形の自然石に「石敢営」と手書きしたものが一基確認することしかできなかった。

過去にあったかどうか聞きとり調査も行なってみたが，まだそれら数基の一基も確認

するに至っていない。

今泊の「イシガントー」の調査が，昭和５年に西村真次氏によって行なわれている。

それによっても「多数あり」とはあるが刻字されたものがあったかどうか不明である。

また無刻字の自然石でファルス状，三角状多数ありとされ，その数も多数ありとされ
⑳

るだけで明確ではない。多数ありとされるなかに，現在する無亥Ｉ字の何基かを含むも

のであろう。西村氏のいわれるファルス状のものは，調査表NQ6（写真⑦）であろう。

今泊で「イシガントー」の所在を訪ねると何人もこの「イシガントー」を教えてくれ

る程，村人に親しまれている。

今帰仁村に，「山石敢営」（写真⑧）と刻字されたものは諸志に１基，越地に「泰山」

の部分を失ったものが’基（写真⑨）ある。それら２基とも「泰｣，「泰山」の部分が

彫り潰されたものではなく，折れたり割れたりしているものである。諸志の「山石敢

堂」の「泰」も完全にあったが，道路の拡張か家屋の造築のために移動した。その際

におれたものであろう（大城氏談・諸志在住）とのことである。設置は大正か昭和の

初期ごろで，戦後も完全な形で残っていたものである。この「山石敢富」は，「石」

と「敢」との間でも折れている。

越地にある「泰山」の部分を失った「石敢富」は現在玉城氏（越地在住）の自宅に

ある。以前は他の場所にあったものでそこは畑地になっており，Ｔ字路の突き当りに

設置されていたものである。

これら二基の「石敢富」の「泰｣，「泰山」の部分の破損が尚泰王の名.を|軍って｢泰」

の字を削ったものであるとするには疑問をもっている。
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沖縄でも特に多く設置されている首里でも「泰山」の刻されているものは数少ない。

今帰仁村に10基あり，それも兼次・諸志・与那嶺・仲尾次・崎山と集中しており，模

範を示す１基があって，それにならって「泰山石敢営」が設置されたのではなかろう

かく〕

賎:?:色:趣FE戦鍵
、

ゼロ骨･く

唾

鞍器

⑩諸志（調査表NC｣8）

Ｏ仲尾次（調査表No29）
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５．「イシガントー」の分布・設置場所

「石敢営」は，中国大陸では地域によって，その数に多少の差異があるとしても広

い範囲に分布していることがいわれている。例えば，満州・河北・福建・広東などの

地方での造立があげられる。「石敢堂」の分布する地域をひろってみると，満州・河

北・福建・広東をはじめ，直門（アモイ）･香港・河西・海南島・花蓮・台東・宜蘭・

膨湖諸島・沖縄・鹿児島・宮崎・熊本・犬分・長崎・佐賀・山口・広島・徳島・大阪

高野山・京都・伏見・東京・埼玉・山形・秋田と広い範囲で造立されている。沖縄県

下でも本島をはじめ，回りの島々，そして宮古・八重山地方までその造立をみること

ができる。沖縄では市町村を単位とすれば全域に分布しているといえよう。

設置場所について，三島格氏は次の１３ケ所をあげている。それは台湾におけるもの

であるが，①門の前②堤の入口③Ｔ字路（三叉路）の突き当りまたは一角④池

や川の岸⑤渡船場⑥部落への通路⑦線路の傍⑧塀（なかにはめ込む）⑨大

木の下⑩竹やぶの中⑪橋のたもと⑫正庁の前⑬正庁の背面等である。他氏に

よって⑭寂しくて夜人通りの少ない道路傍⑮溺死者の多いところ⑯病人・死人の

続出するところ⑰曲り角⑱家の角（四つ角の中の１ケ所）⑲屋根の上（シー

サーと併立）⑳庭の入口（あるいは庭園内）等があげられている。昭和16年に初版

が出された『琉球百話』（島袋源一郎著）に「那覇や首里の突き当りには必ず「石敢

営』と刻んだ碑石が立ててある。中には木や木版に書いたのもある。全く沖縄の名物

の一といってよい」と述べており相当数設置されていたものと考えられる。

今帰仁村における「イシガントー」の分布および設置場所を一覧表（２）にみてみる

ことにしよう。今泊７基・兼次８基・諸志８基・与那嶺５基・仲尾次１基・崎山２基

平敷５基・越地３基・謝名４基・仲宗根４基・渡喜仁３基・勢理客１基・天底２基・

湧川５基・運天５基・古宇利12基・玉城・呉我山・上運天０基である。今回の調査は

刻字のある「イシガントー」を中心に調査したことから，無刻字の「イシガントー」

の数は相当数まだあると思われる。玉城・呉我山・上運天には１基も確認することが

できなかった。ただし玉城には過去にあったということである。刻字されたものが多

いのは古宇利と諸志で，無刻字のものが多いのは今泊と兼次である。東の方には無刻

字のものは少ない。

設置場所は,今帰仁村の場合道路からの突き当りに屋敷がある場合で,Ｔ字路の突き

当りに一番多く，十字路の一角や四辻の一角や曲がり角でも，ほとんどが道路が屋敷

に突き当るところに設置されている。
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註①分布は刻字の有・無によってわけた。

②設置場所の(）をしたものは，現在地の場所に移されたもの，または行方不明のものである。

③「曲がり角」とは，ゆるやかにカーブした突き当りを示す。

④調査表(1)で｢四辻突き当り・門｣｢Ｔ字路突き当り・門」というような場合どちらか一方に入れて処理してある

６．「イシガントー」の材質

調査表では，形状についての項目を示してないが，コンクリート製のものが30基以

上もあり，そのほとんどが板状である。琉球石灰岩やサンゴ石灰岩に刻字したものは

比較的加工しやすいことから石柱状にされている。また，コンクリート製のものは，

現在でも刻字され次々と造立されている。コンクリートに「石敢堂」と刻字すること

は，その文字に魔除けの機能があるとする意義で刻字しているか定かではない。無刻

字の「イシガントー」は，古生石灰岩や琉球石灰岩の自然石をそのまま利用したもの

が多い。岩石の堅固さに，魔除けの機能をもたしているものであろうか。那覇市首里

では，木の板に「石敢営」と書かれたのをみかけるが，今帰仁村にはその例はない。

各字別に，材質を一覧表にしてみた。

字別「イシガントー」の分布情況(2)
刻字

有 4旺
』、，、 計

Ｔ字路
突き当り

十字路
の一角

Ｔ字路
の一角

四辻

の一角

三叉路

突き当り
曲がり角

屋敷又

は一角
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嶺
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※運天の(1)は不明である。

７．無刻字の「イシガントー」

八重山で，ビジュルの範祷に「石敢営」を含めて考えられた時期もあったが，現在

では別物として考えられてきている。しかし，無刻字の自然石や石柱についてはやは

りビッチルの範囲に含むものとされる。その無刻字の自然石や石柱は，沖縄本島にお

いては「石敢営」の範涛で考えられている。「石敢営」と刻字のあるもの，Ｔ字路の

突き当りや十字路の一角に設置された自然石や石柱も，同じく「イシガントー」と呼

ばれている。西村真次氏が八重山の無刻字の自然石についてであるが，「石敢富」は

初め鬼面および文字の彫刻のあるのを原則としたが，段々易きに従うて自然石を用い

ることになった，と考えられているようだが，「石敢富」伝来以前から沖縄ではＴ字

路の突き当りや十字路の一角に自然石を設置する習俗があったものであろう。「石敢

営」と無刻字の自然石・石柱とは本来歴史の流れが別で，ただ両者とも「魔除け」の

働きをする共通な面を持つことから共存してきているのではないかと考える。

八重山のビジュルが古代の原型を残しているものなのか，変容したものか見解の分

かれるところである。古代の原型を伝えているものとするならば，Ｔ字路の突き当り

や十字路の一角に設置された無刻字の自然石は，ビジュルの一型態を示すものであろう。

「石敢富」とは明確に歴史的流れが異なるものといえよう。八重山への「石敢堂」の

字別および材質別「イシガントー」数(3)
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伝来は，明治になってからといわれており，それ以前から自然石を設置する習俗があ

ったものであろう。八重山では，無刻字の自然石や石柱をビジュルの範嬬に含めて考

えられている。

沖縄本島においても，「石敢富」伝来以前から無刻字の自然石を設置する習俗があ

ったと考えられている。しかし，無刻字の自然石や石柱をビジュルの範嬬に入れて考

えるには問題がある。無刻字の自然石や石柱の起源をたどれば，ビジュルの一脈をな

すものと考えられるとしても，その分離はそうとう古い時期ではないか。無刻字の自

然石や石柱と「石敢営」とは，八重山でも沖縄本島でも，それぞれ歴史的流れが異な

っていることは指摘されてきた。それは，本来沖縄には十字路やＴ字路の突き当りや

一角に，無刻字の自然石や石柱を設置する習俗があり，その上に，中国から伝来した

「石敢営」と刻字したものが設置されるようになったとするものである。

無刻字の自然石や石柱が，「ビジュル｣，「ビッチル」の系統で，八重山におけるも

のが，古代の原型を残し，沖縄本島が変化したものとする考え方からすれば，「イシ

ガントー」と称することは，混同したものといえよう。また，これら無刻字のものは，

「ビジュル｣，「ビッチル」であろうとする立場から「石敢営」という文字に注目され，
⑳

無字では石敢当にならないとされる。また，「沖縄県の研究者のあいだでは，柳田国

男の用法をうけたためか，『無字の石敢当』という言葉がしばしば使われ，一般の人

々も同様にいう場合が少なくない。けれども，無字では石敢当にはならない。『石敢

当』の文字があってはじめて石敢当になるわけだから，今後はこのような言葉は，誤

解をうけやすいから，止めていただいた方がよいように思われる｡⑳」と，「無字の石
敢当」と呼ぶことに反対されている。

沖縄本島のビジュルが，八重山で変容したものであるとする立場からこれら無刻字

の自然石や石柱をも，ビジュルの範囲に含めることになる。従って，無刻字のものに

魔除けのほか農耕儀礼的祭祁が行なわれる。しかし，沖縄本島・今帰仁村では無刻字

の自然石や石柱に農耕儀礼的な祭祁が行なわれることはない。「イシガントー」と呼

ばれている無刻字の自然石や石柱が，本来「石敢富」の系統をなすものではない。だ

からといってすぐ「ビジュル」の範囲に属するものとして，それらを「ビジユル」と

称することには疑問がある。設置場所，信仰，祈願，供養の面からすると無刻字の自

然石や石柱は，「石敢富」とは文字の有無の相違があるだけである。今後の研究を待

って，無刻字の自然石や石柱を，「ビジュル」・「ビッチル」，または「無刻字の石敢

当」と称すべきか決したいと考えている。本稿においては，無刻字の自然石や石柱の
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位置づけについて八重山と本島では，問題があることから，「イシガントー」として

表記してきた。今帰仁村で，「石敢堂」と刻字されたもの，無刻字のものは一般的に

「イシガントー」と呼ぶことから，両者を含めて「イシガントー」と記したものであ

る。

おわりに

今帰仁村で，イシガントーがいつごろから設置されるようになったか，確かなこと

はわからないが，古老に聞くと物心のつくころには，すでに設置されていて，その回

りでよく遊んだというのもある。また，石垣の角によく大きな石が置かれていたとい

う。現在でも石垣の残っているところには，ところどころにみることができる。時代

の流れで，石垣からブロック塀に変わっていったために，それらの多くが失われてし

まっている。一覧表(3)をみてもわかるように，コンクリート３８基，ブロック１基，大

理石十コンクリート５基あり，今回の調査の半数以上もあり，現在でも「イシガント

ー」信仰が生きつづけている。

設置理由のいくつかをあげてみると，「道路から突き当るから｣，「魔除けのため｣，

「人（ユタや三世相）に言われて｣，「身内に不幸が続いたので，ユタのところへ行っ

たら，設置するように言われたので｣，「親が早死にしたので｣，「事故があったから」

等である。これらの設置理由からしても，コンクリート製の石敢富が今日でも設置さ

れていることがうなずけよう。

眉門では，石敢富と刻字された上部に，八卦図や石獅頭を刻んだものがあるという。

今帰仁村には，石敢富の上部に矢印（調査表No.69）・※印（調査表NQ64）の刻された

ものがある。また，中央公民館にある（調査表No.31）ものの上部に印がある。円形の

印であるが破損しているため，何を表わしているのかはっきりしないのは残念である。

これらの石敢富の上部の印について，調査することも必要であろう。

今帰仁村の「イシガントー」を考えることで，多くの問題を残すことになりました。

今後の研究課題として発展させるつもりです。
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天然記念物シマチスジノリと今帰仁村

字天底の湧井戸|アミスカ‘－｣の水質

香村真徳＊・大森保*＊

シマチスジノリの所属するチスジノリ属（TAOγeα）は，淡水に生育する暗紫色～赤
ちすじ

紫色の美しい紅藻類で，藻体の色と形が血管'こ似ていることから「血篠苔」の和名が

与えられている。この属は，ヨーロッパ，アメリカ，中国，日本，ジャワ，ボルネオ，

マリアナ諸島などに分布し，現在まで世界で８種が記載されている。そのうち日本に
せんだい

は，鹿児島県の川内川と金山川，ならびに熊本県の菊地IIlに自主する九州の固有種チ

スジノリ（Ｔ・ｏｋａｄａｊＹａｍａｄａ）と沖縄島の隆起さんご礁地帯の湧井戸（力一）に生

育するシマチスジノリ（Ｔ、ｇα秘｡姉α“ｄｊｊＣ・Ａｇ.)の２種が産する。ところで最近，埼

玉県の備前堀川でこの属の藻（種名不明）の生育地が発見されている。このことによ

り，従来日本におけるこの属の分布北限は熊本県とされていたが，北限は関東に改め

られた。

沖縄島のシマチスジノリは，以前鹿児島県ならびに長崎県の種と同じものとして取

扱われ，チスジノリＴ、γαmoSjSS加αの名前で大正13年以後天然記念物に指定，保

護されてきた。ところが，山田幸男博士は３県下のチスジノリは，いずれもＴ･γα､‐

osjss加αでなく，またそれぞれ別種のものであることを明らかにし，鹿児島県のも

のを新種（Ｔ・ｏｋａｄａｊＹａｍａｄａ，チスジノリ）に，沖縄県のものをシマチスジノリ

（Ｔ，ｇａｕｄｊｃｈａｕｄｊｊＣ・Ａｇ.）’三長崎県のものを別属のオキチモズク(Ⅳe、α〃o”o-

psjsto伽osaYonedaetYagi天然記念物，本種は沖縄島の辺野喜川上流域にも

自生する｡）にそれぞれ改めた。沖縄島に自生するシマチスジノリで，那覇市字真地御

殿原の識名園内にある湧井戸（育徳泉）に自生するものは国の天然記念物として指

定され，今帰仁村字天底の「アミスガー」に自生するものは，昭和30年以降県の天然

記念物に指定，保護されている。シマチスジノリは沖縄島以外ではマリアナ諸島に分

布する。

シマチスジノリは沖縄では海産の褐藻類のオキナワモズク（方言名：スヌイ）の藻

体によく似ていることから，通称「カースヌイ｣(カーは川や泉の意）と呼ばれ，食用

に供していたようである。国頭郡字辺野喜の区民は，辺野喜川上流に自生するオキチ

＊琉球大学理学部附属臨海実験所

*＊琉球大学理学部化学教室
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モズクを，シマチスジノリとは別種であるが，同じように「カースヌイ」と呼び，酢

物として食用にしていたようである。

ここでは，シマチスジノリの形態や生活史などについて解説し，また本藻の自生す

る今帰仁村字天底の湧井戸「アミスガー」の水質について述べてみたい。

Ｉシマチスジノリの自生する湧井戸

「アミスカ’－－’

県指定の天然記念物シマチスジノリの自生する今帰仁村字天底の湧井戸「アミスガ

ー」は,図１に示す県道124号線から天底部落に通ずる道路を250ｍほど入ると，右側

に樹林のおい茂る小高い岡があり，その岡のすそにある（図２－イ)｡井戸は石壁で囲

まれ，その幅は手前で２．９ｍ，奥側で2.6ｍ，奥行きは2.6ｍ，深さ２．７ｍある。水質調

査時（1979年12月28日）の水深は約２ｍであった。井戸水は外に流れ出ることはなく，

止水の状態である（図２－□)。

シマチスジノリは冬季（1979年12月28日）の観察では，井戸の手前の壁面において

は水面から深さ85cmの所に密生，また両側と奥側の壁面では水面から底まで密に生育

していた。夏季（1980年８月６日）の観察でも，冬季と同様密生，藻体は冬季のもの

より長く，５０cmに達しているものがあった。

IＩシマチスジノリ

シマチスジノリは分類学上，下記にしめしたような位置にある。チスジノリ科の藻

類はすべて淡水に生育するもので，２属からなり，先に述べたようにチスジノリ属に

は８種，オキチモズク属には２種が世界で知られている。とくに後者はフィリッピン

と日本（四国，九州，沖縄）にだけ分布する珍らしい種類である。

紅藻植物

真正紅藻綱

ウミゾウメン目

チスジノリ科

チスジノリ属

オキチモズク属
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図２シマチスジノリの自生する天底の湧井戸「アミスガーＩ
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形態

藻体はひも状で’基部から２～３回羽状に枝分れする(図３)｡太さは基部で約1.5mm，

長さは約50cmまで達する。体色は暗紫色。藻体は柔らかく，粘りがある。藻体の内部

構造をみると，内側の部分（髄層）には細胞糸が密に配列し，外側の部分（皮層）に

は髄層から発出する長短２様の多数の毛状の細胞糸（同化糸）が並んでいる（図４)。

蕊

図３シマチスジノリ

（アミスガー産，’980年８月６日，実物の号）

生活史

シマチスジノリは季節によって多少増減するが，

|ま，まだ十分に研究がなされていないため，不明ヌ

ー３１－

るが，周年観察される。この藻の生活史

不明な点がある。新崎盛敏博士は，首里



の寒川の材料-で生活史を研究し，シマチスジノリの生活史の一部を明らかにした。こ

こに氏の論文から，この藻の生活史の一端を紹介する。

シマチスジノリの生殖方法としては，これまで単胞子による無性生殖が普通に知ら

れている。単胞子は通常同化糸の基部に単独か，時に対生的に２個生ずる袋（単胞子

のう）の中に作られる（図５－Ａ)｡単胞子はとくに１１月末から翌年６月までの藻体に

多く観察される。胞子は放出されると，ただちに発芽を始め（図５－Ｃ～Ｊ）,糸状の

分枝する発芽体になる（図５－Ｋ～Ｌ)｡その後，この糸状の発芽体は生長するにつれ

て，このものが錯綜してシマチスジノリに発育・生長するものと考えられている。イ

ギリス産のチスジノリ属の１種でも同様，単胞子は発芽すると糸状の発芽体になり，

それは錯綜して成体になることが明らかにされている。しかし，糸状体にはさらに単

胞子を形成することが報告されている。シマチスジノリに有性生殖法が存在するかど

うか，まだ明らかて’ない。

図'４ シマチスジノリ

Ａ：藻体の一部(2.5倍）Ｂ：藻体の断面図，中央部は髄層で，
それから毛状の同化糸が発出する(26倍）Ｃ：Ｂの一部拡大図，

髄層の一部と髄層から発出する長短二様の同化糸（260倍)．
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図５シマチスジノリの単胞子のうと単胞子の発芽・発生の様子

Ａ：単胞子のうＢ：単胞子放出後の胞子のう．Ｃ～Ｊ：単胞子の

発芽とその発生．Ｋ～Ｌ：糸状の発芽体．ｈ：毛状の同化糸．

ｂ：髄糸．ｓｐ：単胞子．Ａ～Ｊ375倍（新崎，1937による)。
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沖縄島におけるシマチスジノリの分布

シマチスジノリは琉球列島においては，これまでのところ沖縄島にのみその生育が

確認されている。はたしてこの藻が沖縄島に隣接する奄美諸島や先島諸島などに生育

していないのであろうか。シマチスジノリ以外にも，それと同様の分布をとる２．３

の大型淡水藻類がある。シマチスジノリの地理的分布と琉球列島の地史との間にどの

ような関連があるのか，大変興味をひくものである。

沖縄島におけるシマチスジノリの自生地については，仲田稲造氏によって調査され

た1963の報告がある。それによると，本藻の自生地はほとんど隆起さんご礁地帯で，

17の湧井戸のうち12ケ所で藻体の生育が観察され，３ケ所では絶滅したことが聴取さ

れている。そこで仲田氏の調査確認したシマチスジノリの自生地に，筆者らの２．３

資料と地元新聞に最近報道された‘情報を加え，本藻の自生する市町村をあげると次の

ようである。

知念村字知念玉城村字宮里糸満市字山城那覇市繁多川と首里金城町

西原町字翁長金武町字金武と並里名護市屋我地我部今帰仁村字天底

ところで，シマチスジノリの生育する所は，すべてコンクリート壁や石壁によって

囲まれた湧井戸であって，人為の加わっていない，いわゆる天然の湧水中に生育する

ものについては，まだ確認されていない。井戸が作られる以前には，シマチスジノリ

はどのような状況の下で生育していたのであろうか，興味をひく点である。鹿児島と

熊本両県下のチスジノリや最近報告された埼玉県のチスジノリ属の藻は，いずれも流

れのある河川中に自生するものである。流れという環境によるものか，鹿児島県の川

内川では藻体の長さが３ｍに達するものが，また埼玉県の備前堀川では１ｍに達する

ものが，それぞれ観察されている。

Ⅲ天底の「アミスガー」の水質

鹿児島県のチスジノリの自生地は，川内川と金山川両河川の一局部に限られ，それ

らは温泉湧出地帯との間に密接な関係にあることが，岡田博士の調査によって明らか

にされた。さらに，水質環境として，水温が周年常に13℃内外であること，ｐＨが７

～７．４内外のアルカリ性水質であることが，チスジノリの生育に重要であることを明

らかにしている。沖縄島のシマチスジノリについて，その自生地の水質(ｐＨ，カルシウ

ム，塩素）を調査した仲田氏は，両者の関係について結論を得るに至っていないが，

水温は殆んどの自生地で21｡～22℃，ｐＨは6.5～7.7であるが大部分の自生地は弱アル
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カリ性水質であるとしている。仲田氏によると天底の「アミスガー」は弱酸性の水質

（ｐＨ、６．５）であるとしているが，今回の調査結果では，ｐＨは７．３～7.4の弱アルカ

リ'性であった。

今回行なわれた「アミスガー」の水質の分析結果から，シマチスジノリの生育と水

質との間の関係をうんぬんすることは出来ない。このことについては，今後の広範囲

な調査をまつとして，ここでは「アミスガー」の水質の実体を把握するにとどめた。

調査

全体的な水質を把握するために，採水深度を三層にわけて採水した。試料水は東洋

NQ2炉紙で炉過し，１４ポリビンに入れて持ち帰った。

水温，ｐＨ，電導度（ＥＣ）の測定および溶存酸素（ＤＯ）の固定は現場でおこない，

他の項目については実験室に持ちかえって，すみやかに分析操作を実施した。

電導度（ＥＣ）……………セントラル科学ｐｋ５型電導度計

ｐＨ…………………………日立堀場Ｈ－７ｓｄ型ｐＨメーター

カルシウム（Ｃａ++)………ＥＤＴＡ滴定法

子Jwf勺|原子吸光＆カリウム（Ｋ＋）

塩化物イオン（Ｃｌ-）……硝酸銀滴定法（モール法）

アルカリ度（ＨＣＯ３－）……Ｂ･Ｃ･Ｐアルカリ度

Ｂ･Ｃ･Ｐ（ブロム・クレゾール・パープル）を指示薬として，0.01規定一塩酸

標準溶液で滴定。

硫酸根（ＳＯ４=）．．…ＢａＳＯ４として沈殿さ廿重量法で測定。

溶存ケイ酸（ＳｉＯ２）・…･モリブデン黄法。

硝酸態窒素（ＮＯ３－Ｎ）・……Ｃｄ－Ｃｕ環元力ラムを用いて，ＮＯ２－Ｎとし吸光光度法。

亜硝酸態窒素（ＮＯ２-Ｎ）……Ｇ･Ｒ（グリース・ロミーン）試薬を用いて発色さ廿

吸光光度法で測定。

アンモニア態窒素（ＮＨ４－Ｎ）……インド'・フェノール法。

リン酸態リン（ＰＯ４－Ｐ）……モリブデン青法。
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図６主な水質成分の垂直分布

－３６－

ＳＯ４

水質の主なる成分

図６に示すように，水質の主要な成分は採水深度による変動はごくわずかであり，

ほぼ一様な水質を示す。このことは，水温が18.0～18.1℃とほぼ一様であり，密度差

による成層構造を示さず，比較的よく混合されていることによるものと思われる。

ｐＨと電導度（ＥＣ）は上層でわずかに低い値を示す。

調査された井戸水の陽イオンの濃度の順位は

Ｃａ++＞Ｎａ+＞Ｍｇ++＞Ｋ＋＞

であり，陰イオンの濃度順位は

ＨＣＯ３－＞Ｃｌ-＞ＳＯ４＝

である。
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溶存酸素（ＤＯ）……現場で固定し，ウィンクラー法で測定。

分析結果

分析結果を表１および図６，７に示す。

表１「アミスガー」の水の分析結果
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図７栄養塩類の垂直分布

無機態の窒素およびリンの濃度は，採水深度による差異が比較的顕著であり，中層

で極大を示す。

リン酸態リン（ＰＯ４－Ｐ)は中層と上層で高く，下層で低い。硝酸態窒素および亜硝

酸態窒素は中層と下層で高く，上層で低い。アンモニア態窒素は下層で高く，中層と

上層で低い。このような栄養塩類の変動は一般に，有機物質の分解や肥料その他の人

為的な要因による井戸水への付加と生物活動等による井戸水からの摂取のバランスに

よって考えることができる。溶存酸素は上層から下層にいくに従って一様に減少して

いる。このことは，井戸の底には木の葉等の植物の破片が散在しており，有機物質の

分解により，環元的傾向になり，溶存酸素が消費され，アンモニア態窒素が増加した

Ｃａ+＋とＨＣＯ３－の濃度（ミリ当量数）を比較するとＣａ++が高い｡このことは，Ｃａ+＋

が石灰岩等の岩石から，Ｃａ(ＨＣＯ３)２として溶出してくるものの他に，風送塩等の海

水に由来するものや,その他の起源によってＣａ+＋が供給されていることを示唆する。

栄養塩類

生物の活動に重要な栄養塩類の採水深度による変動を図７に示す。

溶存シリカ（SiO2）は5.77～～6.28mg／４であり，石灰岩だけが分布する地域の値

よりも高い。このことは，カルシウムやアルカリ度が高いことと合わせて考えると，

調査した井戸水が，石灰岩の他に，ケイ酸塩岩石と接したことを示唆する。
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ものと考えられる。中層にリンや窒素の極大層ができるのは，栄養塩類の濃度の高い

地表水が流入することによるものか，または生物活動による栄養塩の摂取とのバラン

スによるものか，今後の問題となるであろう。

水質区名

「アミスガー」の水質をキイダイヤグラムで示すと，図８のようになる。３つの試

料はすべてアルカリ土類炭酸塩型の水であり，典形的な石灰岩地帯の水である。

１００

←一Ｃａ Ｃｌ－弓

図８キイダイヤグラム

陽イオンの起源

烏順においては．海岸線からの距離が短いために，風送塩や雨水等を通して，島娯においては，海岸線からの距離が短いために，風送塩や雨水等を通して，海水

に由来する成分の地下水への寄与を無視できない。塩化物イオンを海水成分の指標と

して，陽イオンと塩化物イオンの関係を図９と図10に示した。一般に沖縄の地下水中

の塩化物イオンの大部分は海水に由来すると考えられるが，環境によっては生活排水

の流入等の人間活動によるものもあると思われる。

ナトリウムは海水の組成比と比較して相対的に塩化物イオンよりも低い。これは海

水組成比の水からナトリウムが土壌中でイオン交換等によって・吸着除去されたか，ま

たは海水起源以外の塩化物イオンの地下水への付加が考えられる。
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カリウムは海水成分の寄与はやや小さく，その半分以上は海水以外の供給源を持つ。

土壌中あるいは有機物質の分解等によって地下水に付加されたものと思われる。

マグネシウムは海水に由来するものと石灰岩等の岩石中に含まれていたものが溶出

して地下水にもたらされたものがある。

カルシウムは大部分が石灰岩からの溶出と思われる。

陰イオンについては図示しないが，アルカリ度，硫酸根ともに大部分は岩石・土壌

から地下水に付加されたものであろう。
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まとめ

１）調査された「アミスガー」の井戸水は，典型的なアルカリ土類炭酸塩型の水で

あり，硬度の高い，石灰岩地帯の水である。また溶存シリカの濃度が約６ｐｐｍであり，

石灰岩地帯の水としては，やや高い傾向にありダケイ酸塩岩石とも接したことを示唆

する。

２）水質の主な成分は，水深による濃度変化はほとんど見られないので，比較的よ

く上下方向に混合されている水と思われる。

３）栄養塩類は水深によって濃度変化が観測されており，生物活動による水質の変

動を示唆する。シマチスジノリとの関連をみるためには，栄養塩類の季節変動，日変

動を観測することが必要であろう。

４）海水組成比と比較して，ナトリウム濃度が塩化物イオン濃度よりも低い。この

ことはナトリウムの除去あるいは，人間活動等による塩化物イオンの付加を意味し，

一般的な沖縄の地下水とやや異なっている。

主な参考文献
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広瀬・山岸編（1977）日本淡水藻図鑑。内田老鶴圃新社。

森通保（1955）淡水産紅藻二種の新産地。藻類３：44-46･

仲田稲造（1963）沖縄に自生するシマチスジノリについて。沖縄生物教育研究会記念

誌（10周年）：39-43・

中村武・千原光雄（1977)関東における紅藻チスジノリ属の生育｡藻類２５：159-162・
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琉球新報（1979）「シマチスジノリ」西原町内の泉でも生育。1979年６月１４日付。

Swale，Ｅ、Ｍ、Ｆ・（1962）ThedevelopmentandgrowthofTﾉ伽．eαγαmosjss加ａ
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山田幸男（1949）東亜産チスジノリに就て。植物学雑誌６２：１８。

※埼玉県の備前堀川のチスジノリ属の１種は，その後の研究によりチスジノリであることが分った

（中村武1980,藻類２８：249-254)。
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編集後記

この度，今帰仁村文化財調査報告書第４集を刊行することができました。今年度は

村内石敢富の詳細分布調査と天底シマチスジノリの生態及びその水質調査を実施して

来ました。特に石敢富の基礎調査には，村内の各中学校３年生の皆さんの御協力に負

うところが大きいです。

今帰仁村教育委員会は，今後もそれぞれの地域に存在する有形，無形，埋蔵等の諸

文化遺産を発掘，公開しそれらを教育現場や各々の家庭で活用化していくことが必要

ではないかと思料しています。上述のことから，本報告書が地域の人々にそして，文

化遺産の保護とその活用に増々利用されることを所望致します。

終りに，本報告書を作成するにあたり琉球大学の香村，大森両先生・村文化財保存

調査委員並びに村内の各中学校３年生の皆様を煩わしました。記して厚くお礼を申し

上げます。

1981年２月２８日

－４１－

今帰仁村教育委員会

松田朝雄
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